
地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート （様式１）

計画策定年度 令和３年度 運行期間 評価年度

（１）基本的事項

項目 基準
計画

（目標）
運行実績
（内容）

主な運行目的 事業者記載事項 － 別紙

増収策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

費用削減策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

項目 評価基準
計画

（目標）
運行実績
（内容）

評価
点数

備考

運行回数
年間計画運行回数と
実績運行回数を比較

（　6,593.0　）回
（　18.0　回/日）

（　6,590.5　）回
（　18.0　回/日）

0

計画（目標）
は表２記載
のもの

収支率 計画値に対する実績値 45.1% 42.3% 9

乗車人員
計画人員と実績人員

を比較
75,061人 67,495人 0

ネットワーク
構成

他の系統の乗換可能
なアクセス拠点（バス停
等）の数

－
拠点（1）箇所

バス停（3）箇所
5

主な拠点及
びバス停を
別紙に記載

広域トリップ
状況

市町跨ぎの移動割合
（H13.3.31現在の市町）
（運行実績による）

－ 64.1% 20

公共施設・
拠点施設
アクセス状況

評価対象外
（バス停から半径500m
以内に存在する
学校（小・中・高・大・専
門学校）
病院（主なもので可）
拠点商業施設・企業
（主なもので可）
その他（官公庁・駅等）

－

施設名称

キロ当たり
経費

補助対象年度の前年
度の地域キロ当たり経
常費用単価（静岡・山
梨ブロック）との比較

－ 408.49円 3

地域キロ当
たり
標準経常費
用（413.60
円）

合計 37 評価指標

事業者名 しずてつジャストライン株式会社
系統名(起点～経由地～終点） 焼津岡部線 焼津駅前～岡部営業所

R3.10.1～R4.9.30 令和４年度

評価 備考

A

A：運行目的どおり適切に実施
B：減便・系統短縮等、運行目的どおり実施さ
れていない点があった
C：運行目的どおり実施されなかった（路線廃
止）

有 事業者ごとの取組を記載

有 事業者ごとの取組を記載

（２）各項目の評価

評価

計画数以上　３点
計画数未満　０点

（国土交通大臣が認める除外運
行回数は除く）

　　～２９％　０点
３０～３４％　３点
３５～３９％　６点
４０～４４％　９点

４５～４９％　１２点
５０～５４％　１５点
５５％～　　　１８点

５％超　６点
▲５％以上５％以内　３点

▲５％超　０点

拠点（駅・BT）：１箇所２点
乗換可能なバス停：１箇所１点

上限２０点

～４％　　　　　０点
５～９％　　　　５点
１０～１４％　１０点
１５～１９％　１５点
２０％～　　　２０点

－

単価を上回った 　   ０点
単価～▲５％ 　   　 ３点

単価▲６～▲１０％　 　　 ６点
単価▲１１～▲１５％　 　 ９点

単価▲１６～▲２０％超　 １２点

B

A（52～79点）：地域間幹線系統として優れた役割を果たしている
B（26～51点）：地域間幹線系統として適した運行となっている
C（  ～25点）：地域間幹線系統として改善に努力を要する

R4-34-5-2



（１）基本的事項

項　目

主な運行目的

増収策

費用削減策

（２）各項目の評価

項　目

地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート（別紙）

内　　　容

・旧岡部町住民及び焼津市住民の焼津駅までの通勤
・岡部小学校までの通学
・藤枝市岡部支所までの移動

・ＪＲ運行時刻に合わせたダイヤ改定の実施
・小学校へのバス教室の実施
・バス乗り方リーフレットの配布
・全国IC相互利用の導入（2013年3月より）
・ICカード電子マネー機能搭載
・バスロケーションシステムの運用による利便性向上

・エコドライブの徹底
・利用実態に見合った運行便数への改善
・燃料消費率の改善（デジタルタコグラフによる、燃費改善の為の指導）
・燃料使用量の削減（車両搭載燃料を抑制）
・車両使用年数の見直しと車両修繕費の基準見直し

内　　　容

ネットワーク構成

（主な乗換え拠点・バス停）

乗換え拠点　…　（焼津駅前（焼津駅北口））
バス停　…　（藤枝市岡部支所前・岡部小学校・坂本）

公共施設
拠点施設
アクセス状況

（バス停から半径500ｍ以内に存在する主な公共・拠点施設）

焼津駅・焼津高校・焼津東小学校・東益津中学校、小学校・関方社会体育広場・岡部小学校・ＪＡ大井川岡部
支店・藤枝市岡部支所


